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町 長 語 ると

第59回

めざせ！　交通事故の根絶
葉山を安全・安心なまちに

　

葉
山
を
交
通
事
故
の
な
い
安
全
・
安
心

な
ま
ち
に
ー
。
そ
ん
な
願
い
を
込
め
、
交

通
安
全
思
想
の
普
及
・
啓
発
な
ど
様
々
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
葉
山
町
交

通
安
全
協
会
で
す
。

　

そ
こ
で
、
葉
山
町
交
通
安
全
協
会
長
の

石
郷
岡
重
臣
さ
ん
、
事
務
長
の
市
川
英
子

さ
ん
、
そ
し
て
葉
山
町
交
通
安
全
母
の
会

副
会
長
の
須
藤
ト
ク
エ
さ
ん
に
、
交
通
事

故
を
防
ぐ
た
め
の
心
得
や
注
意
事
項
を
聞

き
ま
し
た
。

町
長　

葉
山
は
人
口
一
〇
万
人
当
た
り
で

換
算
し
た
「
事
件
・（
交
通
）
事
故
」
の

発
生
率
が
、
全
国
で
も
断
然
に
低
い
と
聞

い
て
い
ま
す
。
大
変
な
名
誉
で
あ
り
、
皆

さ
ん
の
活
動
の
お
か
げ
と
心
よ
り
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

初
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
に
つ
い
て

教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

石
郷
岡　

交
通
安
全
協
会
は
、
交
通
事
故

を
根
絶
し
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
ク
ル
マ
社

会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
昭
和
二
四
年
に

誕
生
し
ま
し
た
。
全
国
各
地
の
警
察
署
単

位
に
協
会
が
あ
り
、活
動
を
し
て
い
ま
す
。

市
川　

協
会
の
主
な
活
動
は
、
交
通
安
全

思
想
の
普
及
・
啓
発
と
安
全
教
育
の
推
進

な
ど
で
す
。
葉
山
の
場
合
は
、各
季
（
春
・

夏
・
秋
・
年
末
）
の
交
通
安
全
期
間
は
葉

山
警
察
署
の
前
で
関
係
団
体
所
属
の
約
五

〇
人
が
集
ま
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者

に
チ
ラ
シ
等
を
配
布
し
、
ま
た
、
一
日
と

一
五
日
の
交
通
安
全
日
に
は
広
報
車
で
町

内
を
巡
回
し
て
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

石
郷
岡　

秋
に
は
「
ふ
る
さ
と
広
場
」
へ

も
参
加
。
会
場
で
風
船
な
ど
を
配
り
、
交

通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
し
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
葉
山
警
察
署
主
催
の
自
転
車
教
室

の
お
手
伝
い
や
七
月
の
花
火
大
会
の
際
に

は
、
警
察
と
一
緒
に
交
通
整
理
に
も
当
た

り
ま
す
。

須
藤　

葉
山
町
交
通
安
全
母
の
会
は
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
母
親
が
中
心
に
な
り
、
昭
和
五
二
年

に
発
足
し
ま
し
た
。
一
時
は
六
〇
人
近
い

会
員
が
い
ま
し
た
が
、
今
は
子
育
て
を
終

え
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
Ｏ
Ｂ
会
員
一
二
人
で
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
と
高
齢
者
に
対
す
る
交
通
安
全

の
啓
発
が
主
な
活
動
で
、
月
二
回
の
「
交

通
安
全
日
」
に
は
、
安
全
協
会
の
広
報
車

に
会
員
二
人
が
同
乗
し
て
、
朝
の
登
校
時

間
帯
に
町
内
を
巡
回
し
、
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。
ま
た
高
齢
者
の
交
通

事
故
が
増
え
て
い
る
の
で
、
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
宅
な
ど
を
訪
ね
、
交
通
安
全

の
徹
底
に
努
め
て
い
ま
す
。

町
長　

と
こ
ろ
で
、
交
通
事
故
は
ど
う
す

れ
ば
防
げ
ま
す
か
。

石
郷
岡　

一
番
の
防
止
方
法
は
、
交
通
ル

ー
ル
を
守
り
、
危
険
な
行
為
を
や
め
る
こ

と
で
す
。
例
え
ば
、
信
号
や
横
断
歩
道
の

な
い
場
所
で
、
道
路
を
斜
め
に
横
断
す
る

人
を
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
非
常
に
危
険

で
す
。
道
路
を
渡
る
時
は
、
信
号
や
横
断

歩
道
が
あ
る
場
所
で
。
こ
れ
が
身
の
安
全

を
守
る
ル
ー
ル
で
す
。

町
長　

歩
道
か
ら
の
は
み
出
し
歩
き
も
危

険
で
す
よ
ね
。
大
勢
が
横
並
び
で
歩
く
た

め
、
何
人
か
が
車
道
側
へ
は
み
出
し
、
車

で
横
を
通
過
す
る
度
に
ヒ
ヤ
ッ
と
し
ま
す
。

須
藤　

車
が
行
き
交
う
道
路
上
で
の
ス
ケ

ボ
ー
等
で
遊
ぶ
こ
と
も
大
変
に
危
険
で

す
。
一
歩
間
違
え
ば
大
事
故
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
の
で
、
絶
対
に
や
め
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

市
川　

夜
間
、
自
転
車
の
無
灯
火
走
行
も

よ
く
見
か
け
ま
す
ね
。
こ
れ
は
、
歩
行
者

や
自
動
車
か
ら
も
見
え
づ
ら
く
大
変
危
険

で
す
。
必
ず
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

反
射
板
な
ど
を
取
り
付
け
る
こ
と
も
事
故

防
止
に
有
効
で
す
。　

石
郷
岡　

も
う
一
つ
、
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
の
が
飲
酒
運
転
の
根
絶
で
す
。
交
通
安

全
協
会
で
は
、
仲
間
と
車
で
飲
食
店
へ
行

く
時
に
、
あ
ら
か
じ
め
お
酒
を
飲
ま
な
い

人
（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）
を
決
め
て
お

き
、
そ
の
人
が
運
転
す
る
と
い
う
ハ
ン
ド

ル
キ
ー
パ
ー
運
動
を
全
国
的
に
展
開
し
て

い
ま
す
。
歓
迎
会
・
送
別
会
や
お
花
見
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
飲
酒
を
す
る
機
会
が
増

え
る
時
期
で
す
。
ぜ
ひ
、
実
践
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

町
長　

入
学
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
今
月
五

日
か
ら
は
新
入
学
（
園
）
児
を
交
通
事
故

か
ら
守
る
運
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
（
一

一
日
ま
で
）。
こ
の
期
間
中
は
ど
ん
な
活

動
を
す
る
の
で
す
か
？

市
川　

例
年
同
様
、
町
内
四
小
学
校
の
新

一
年
生
全
員
に
、
事
故
防
止
用
の
黄
色
い

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
贈
り
、
入
学
式
に

は
交
通
指
導
員
が
通
学
路
に
立
ち
、
子
ど

も
達
を
見
守
り
ま
す
。

須
藤　

母
の
会
で
も
、
小
学
校
近
く
の
横

断
歩
道
な
ど
に
会
員
が
立
ち
、
道
路
の
渡

り
方
の
指
導
や
新
入
生
の
見
守
り
を
し
ま
す
。

石
郷
岡　

ま
た
新
入
生
を
事
故
か
ら
守
る

た
め
に
、
登
校
時
の
保
護
者
の
同
伴
が
な

く
な
っ
た
後
、
代
わ
り
に
上
級
生
が
付
き

添
っ
て
く
れ
た
ら
あ
り
が
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

町
長　

交
通
事
故
の
撲
滅
は
、
町
民
み
ん

な
の
願
い
で
す
。
葉
山
を
全
国
に
誇
れ
る

安
全
・
安
心
な
ま
ち
に
す
る
た
め
、
と
も

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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第
一
七
回
統
一
地
方
選
挙

葉
山
町
議
会
議
員
選
挙
の
お
知
ら
せ

投
票
日　

四
月
二
四
日（
日
）

投
票
時
間　

七
時
〜
二
〇
時

投
票
所　

町
内
一
〇
か
所
（
左
表
参
照
）

第
一
投
票
所
木
古
庭
会
館

第
二
投
票
所
上
山
口
会
館

第
三
投
票
所
下
山
口
会
館

第
四
投
票
所
旧
役
場
跡
地
仮
設
建
物

第
五
投
票
所
葉
山
町
役
場
一
階
ロ
ビ
ー

第
六
投
票
所
光
徳
寺
仮
設
建
物

第
七
投
票
所
堀
内
会
館
広
間

第
八
投
票
所
長
柄
下
会
館

第
九
投
票
所
長
柄
会
館
大
ホ
ー
ル

第
一
〇
投
票
所
葉
桜
児
童
館
プ
レ
イ
ル
ー
ム

《
投
票
で
き
る
人
》

年 

齢　

平
成
三
年
四
月
二
五
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人

住
所　

平
成
二
三
年
一
月
一
九
日
ま
で
に

葉
山
町
に
住
民
登
録（
転
入
届
）を
し
た
人

※ 

葉
山
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
で
、
引
き
続
き
投
票
日
ま
で
町

に
住
所
を
有
す
る
人
。

《
投
票
案
内
》

投
票
所
入
場
券（
は
が
き
）を
各
世
帯
へ
郵

送
し
ま
す
。
二
名
連
記
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
各
自
切
り
離
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

（
入
場
券
に
つ
い
て
は
、
四
月
一
八
日
に

郵
便
局
に
配
達
依
頼
を
し
ま
す
。
投
票
日

ま
で
に
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
場
合
で

も
投
票
で
き
ま
す
。）

《
選
挙
公
報
》

候
補
者
の
氏
名
・
政
見
な
ど
を
お
知
ら
せ

す
る
選
挙
公
報
は
新
聞
折
り
込
み
し
ま
す
。

　

〜
新
聞
の
種
類
〜

　

 

朝
日
・
読
売
・
毎
日
・
神
奈
川
・
東
京

産
経
・
日
本
経
済

　
（
新
聞
折
り
込
み
日　

四
月
二
一
日（
木
））

※ 
新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い
人
は
選
挙
管

理
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
町
内
の
公
共
施
設
や
金
融
機
関
・

商
店
等
に
も
「
選
挙
公
報
ボ
ッ
ク
ス
」

を
設
置
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
期
日
前
（
不
在
者
）
投
票
》

選
挙
当
日
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
理
由
で

投
票
で
き
な
い
人
は
期
日
前
投
票
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

期
間
と
時
間

　

四
月
二
〇
日（
水
）か
ら

　

四
月
二
三
日（
土
）ま
で

　

八
時
三
〇
分
〜
二
〇
時

場
所　

消
防
署
一
階
会
議
室

《
不
在
者
投
票
》

○ 

投
票
日
当
日
及
び
期
日
前
投
票
期
間

中
、
仕
事
や
旅
行
等
で
町
外
へ
お
出
か

け
の
場
合
、
お
出
か
け
先
の
選
挙
管
理

委
員
会
か
ら
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

 

ご
利
用
は
、
あ
ら
か
じ
め
不
在
者
投
票

用
紙
「
投
票
用
紙
等
請
求
書
（
兼
宣
誓

書
）」
を
葉
山
町
選
挙
管
理
委
員
会
か

お
出
か
け
先
の
市
区
町
村
の
選
挙
管
理

委
員
会
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。（
投

票
用
紙
は
、
お
出
か
け
先
の
住
所
に
送

付
し
ま
す
。）

○ 

病
院
・
施
設
等
で
の
不
在
者
投
票
は
、

そ
の
施
設
等
が
不
在
者
投
票
施
設
に
指

定
さ
れ
て
い
る
施
設
で
あ
れ
ば
、
そ
の

施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
病

院
・
施
設
等
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

○
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

 

身
体
障
害
者
手
帳
等
を
持
っ
て
い
る
人

で
次
の
条
件
の
人
は
、
郵
便
に
よ
る
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
郵
便
に
よ
る

投
票
を
す
る
た
め
に
は
選
挙
管
理
委
員

会
が
発
行
す
る
「
郵
便
投
票
証
明
書
」

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

〜
利
用
で
き
る
条
件
〜

身
体
障
害
者
手
帳

　

両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
の
障
害

　
　

一
級
も
し
く
は
二
級

　

 

心
臓
、じ
ん
臓
、呼
吸
器
、ぼ
う
こ
う
、

直
腸
、
小
腸
の
障
害

　
　

一
級
も
し
く
は
三
級

　
　

肝
臓
の
障
害　

一
級
か
ら
三
級

　
　

免
疫
の
障
害　

一
級
か
ら
三
級

　

戦
傷
病
者
手
帳

　
　

両
下
肢
、
体
幹
の
障
害

　
　
　

特
別
項
症
〜
第
二
項
症

　
　

内
臓
機
能
の
障
害

　
　
　

特
別
項
症
〜
第
三
項
症

　

介
護
保
険
被
保
険
者
証

　
　

要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
五

神
奈
川
県
議
会
議
員
選
挙
及
び

神
奈
川
県
知
事
選
挙
の
お
知
ら
せ

投
票
日　

四
月
一
〇
日（
日
）

投
票
時
間　

七
時
〜
二
〇
時

投
票
所　
町
内
一
〇
か
所（
町
議
選
挙
と
同
じ
）

《
投
票
で
き
る
人
》

年 

齢　

平
成
三
年
四
月
十
一
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人

住 

所　

平
成
二
二
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
に

葉
山
町
に
住
民
登
録（
転
入
届
）を
し
た
人

《
選
挙
公
報
》

候
補
者
の
氏
名
・
政
見
な
ど
を
お
知
ら
せ

す
る
選
挙
公
報
は
新
聞
折
り
込
み
し
ま
す
。

　

新
聞
折
り
込
み
日　

四
月
六
日（
水
）

《
期
日
前
投
票
》

期
間
と
時
間

　

三
月
二
五
日（
金
）か
ら

　

四
月
九
日（
土
）ま
で

　

八
時
三
〇
分
〜
二
〇
時

場
所　

消
防
署
一
階
会
議
室
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お
知
ら
せ

第３投票区
投 票 所

第３投票区
投 票 所 下山口投票所

御用邸

消防詰所
下山口会館・児童館

長者ヶ崎

神明社
卍万福寺

日
本
経
済
新
聞
社

健
保
組
合
葉
山
保
養
所

白石橋

葉山公園入口

投票所●
上
山
口塗

装
店

第３投票区
投 票 所 下山口会館

県道森戸海岸線
御用邸

鮮魚店

いこいの家

商店鮮魚店

マンション

元財務省印刷局
葉山保養所森戸荘

御用邸

逗子

逗子

投票所●

向　原

第６投票区
投 票 所

光 徳 寺
仮 設 建 物

●

長
柄
橋

御
霊
神
社

逗
葉
新
道

川久保橋

葉桜団地

福厳寺
マンション

長柄会館

川久保

投票所

卍

御
霊
橋

第９投票区
投 票 所 長 柄 会 館

杉山神社

コ
ン
ビ
ニ

葉
山
町
朝
市

農
産
物
加
工
所

木古庭 横須賀葉山線
滝
の
坂

水道店 造園

●投票所
上山口会館・児童館

第３投票区
投 票 所 下山口投票所
第２投票区
投 票 所 上山口会館

葉山小学校

消防署

御用邸

花
の
木
公
園

葉
山
町
役
場

葉山町役場入口

逗子

●
投
票
所

葉山クリーン
センター

文

第５投票区
投 票 所 葉山町役場

逗
葉
新
道森戸川

逗子方面

川下橋

下小路橋

風早橋

御用邸

長
柄
橋

酒店

京
急
葉
山
交
通

風
早
車
庫

長
柄
下
会
館

コンビニ
ＧＳ

長柄トンネル
方面

長柄交差点

投
票
所
●

第８投票所第８投票区
投 票 所 長柄下会館

横
横
道
路

平成橋

投票所●

消防詰所

木古庭会館・児童館

精
米
店

自動車販売店

池
上

理
容

上
山
口

下
山
川

不動橋

第３投票区
投 票 所 下山口投票所
第１投票区
投 票 所 木古庭会館

下山口投票所

投票所●
玉蔵院 卍

バス停

葉山
エコーハイツ JA

コンビニ警察署

逗子

衣笠

葉山大道

御
用
邸

御用邸前

三崎

第４投票区
投 票 所

旧役場跡地
仮 設 建 物

卍

●

明照幼稚園葉山
グリーン
プラザ

あづま
町内会館衣料品店

御
用
邸

相福寺

堀内児童遊園
堀内会館

逗
子

菓子店

投票所

第７投票区
投 票 所 堀 内 会 館

桜山低区配水池

イトーピア
才戸坂上

商店

葉桜荘
ス
ー
パ
ー

葉桜自治会館・児童館

逗葉新道

逗子

●投票所

第10投票区
投 票 所 葉桜児童館
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広
報
は
や
ま
4
月
号

葉山町役場　〒240－0192　葉山町堀内2135　☎046－876－1111（代）　 046－876－1717（代）

四
月
一
日
か
ら
景
観
法
に
基
づ
く

届
出
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　

四
月
一
日
か
ら
「
葉
山
町
景
観
計
画
第

二
章
」
及
び
「
葉
山
町
景
観
法
施
行
条
例
」

の
施
行
に
伴
い
、
町
内
の
定
め
ら
れ
た
地

域
に
お
い
て
一
定
規
模
を
超
え
る
「
木
竹

の
伐
採
」
ま
た
は
「
屋
外
に
お
け
る
物
件

の
堆
積
」
を
行
う
場
合
は
、
景
観
法
に
基

づ
く
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、「
建
築
物
の
建
築
等
」「
工
作
物

の
建
設
等
」「
開
発
行
為
」
に
つ
い
て
は
、

景
観
法
の
届
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

届
出
が
必
要
な
行
為
と
規
模

行
為

届
出
が
必
要
な
行
為
の
規
模

木竹の伐採

・ 

高
さ
が
一
〇
㍍
以
上
の
樹
木
の

伐
採

・ 

面
積
が
三
〇
〇
平
方
㍍
以
上
の

土
地
に
お
け
る
木
竹
の
伐
採

屋外における物件の堆積

・ 

一
般
国
道
・
県
道
の
両
外
側
か

ら
三
〇
㍍
以
内
の
面
積
が
三
〇

〇
平
方
㍍
以
上
の
土
地
、
ま
た

は
市
街
化
区
域
の
面
積
が
五
〇

〇
平
方
㍍
以
上
の
土
地
に
お
け

る
高
さ
が
一
・
五
㍍
を
超
え
る

屋
外
に
お
け
る
物
件
の
堆
積

・ 

市
街
化
調
整
区
域
の
面
積
が
一
〇

〇
〇
平
方
㍍
以
上
の
土
地
に
お
け

る
高
さ
が
一
・
五
㍍
を
超
え
る
屋

外
に
お
け
る
物
件
の
堆
積

※ 

上
記
の
規
模
に
該
当
す
る
場
合
で
も
、

通
常
の
管
理
行
為
と
し
て
行
う
場
合
な

ど
に
つ
い
て
は
届
出
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

行
為
の
種
類
ご
と
の

　
　
　
　

届
出
が
必
要
な
区
域

行　

為

届
出
が
必
要
な
地
域

木竹の
伐　 採

・
住
居
・
自
然
系
届
出
地
域

・
自
然
系
届
出
地
域　
（
※
）

屋 外 に
おける物件
の 堆 積

・
町
内
全
域

（
※
） 町
内
全
域
を
、
商
業
系
届
出
地
域
、

沿
道
系
届
出
地
域
、
住
居
系
届
出
地

域
、
住
居
・
自
然
系
届
出
地
域
、
自

然
系
届
出
地
域
の
五
つ
の
地
域
に
区

分
し
、
行
為
の
種
類
と
行
為
地
に
お

け
る
土
地
利
用
規
制
等
の
特
性
を
考

慮
し
て
、
届
出
の
要
・
不
要
を
定
め

て
い
ま
す
。

届
出
行
為
に
対
す
る
制
限

　

行
為
の
種
類
と
行
為
地
の
特
性
に
応
じ

て
、
葉
山
町
景
観
計
画
第
二
章
第
三
節　

「
二　

届
出
対
象
行
為
に
対
す
る
勧
告
又

は
措
置
の
基
準
」
を
定
め
て
い
ま
す
。
届

出
に
あ
た
っ
て
は
当
該
基
準
に
適
合
す
る

よ
う
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
か
ら
着
手
ま
で
の
期
間
等

　

当
該
行
為
が
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い

場
合
は
、
届
出
が
あ
っ
た
日
か
ら
三
〇
日

以
内
に
設
計
の
変
更
な
ど
必
要
な
措
置
を

と
る
よ
う
勧
告
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
要
な
協
議
を
行
う
た
め
の
十
分
な

時
間
的
余
裕
を
確
保
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
届
け
出
た
行
為
へ
の
着
手
は
、

町
か
ら
の
「
届
出
受
理
通
知
書
」
を
受
け

て
か
ら
で
な
け
れ
ば
行
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

罰
則
等

　

届
出
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
や
虚
偽
の

届
出
を
し
た
場
合
な
ど
は
景
観
法
に
基
づ

く
罰
則
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
承
知
お
き
く

だ
さ
い
。

※ 
こ
の
届
出
制
度
に
関
す
る
詳
細
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

都
市
計
画
課
☎
内
線
三
五
三

民
間
木
造
住
宅
の

無
料
耐
震
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

平
成
二
三
年
三
月
十
一
日
に
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
連
日

報
道
が
あ
る
よ
う
に
、
津
波
と
地
震
に
よ

る
建
築
物
の
倒
壊
被
害
が
数
多
く
で
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
発
生
が
予
想
さ
れ
る
大
地
震
に

備
え
て
、
お
住
ま
い
の
住
宅
の
安
全
性
を

確
認
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
五
月
に
「
葉
山
町
耐
震
改
修

促
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
専
門
者
に
よ
る

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
日
程
や
申
込
み
方
法
等
の
詳
細
は

来
月
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

都
市
計
画
課
☎
内
線
三
五
四
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お
知
ら
せ

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
一
月
一
日
に
固

定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
を
所
有
し
て
い

る
人
が
、
そ
の
評
価
額
を
も
と
に
算
定
さ

れ
る
税
額
を
そ
の
資
産
の
所
在
す
る
市
町

村
に
納
め
る
税
金
で
す
。

　

縦
覧
帳
簿
に
よ
り
、
納
税
者
が
自
己
の

評
価
額
と
他
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
と

を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
際
、

納
税
者
で
あ
る
こ
と
の
確
認
の
た
め
、
納

税
通
知
書
や
身
分
を
確
認
で
き
る
書
類

（
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
等
）
の
提

示
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
代
理
人
は

委
任
状
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
縦
覧
期
間
中
は
自
己
の
所
有
す

る
固
定
資
産
に
つ
い
て
、
名
寄
帳
を
無
料

で
発
行
し
ま
す
。

縦
覧
で
き
る
内
容

• 

土
地
↓
土
地
の
所
在
地
番
・
地
目
・
地

積
・
評
価
額

• 

家
屋
↓
家
屋
の
所
在
・
家
屋
番
号
・
種

類
・
構
造
・
床
面
積
・
評
価
額
等

縦
覧
で
き
る
人

• 

固
定
資
産
税
の
納
税
者
と
同
居
の
親

族
・
納
税
管
理
人
・
代
理
人

縦
覧
期
間

　

四
月
一
日（
金
）か
ら
五
月
二
日（
月
）

　

八
時
三
〇
分
〜
一
七
時
（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）

縦
覧
場
所

　

税
務
課
（
役
場
一
階
）

審
査
の
申
し
出

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
評

価
額
に
不
服
が
あ
る
場
合
、
台
帳
に
登
録

し
た
旨
の
公
示
の
日
（
四
月
一
日
）
か
ら

納
税
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
日
後
六
〇

日
ま
で
の
間
に
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
に
審
査
の
申
し
出
が
で
き
ま
す
。

納
税
通
知
書
の
発
行

　

今
年
度
の
納
税
通
知
書
の
発
送
は
四
月

一
日（
金
）で
す
。
第
一
期
の
納
期
限
は
五

月
二
日（
月
）で
す
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
人
へ

　

昨
年
中
に
家
屋
を
取
り
壊
し
た
人
で
、

そ
の
家
屋
が
未
登
記
の
場
合
や
滅
失
登
記

を
ま
だ
し
て
い
な
い
場
合
は
、
た
だ
ち
に

税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

合
せ　

税
務
課
☎
内
線
二
五
六
・
二
五
七

　

今
月
、
六
五
歳
以
上
の
人
へ
介
護
保
険

料
の
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。
自
分
の
納

付
方
法
と
納
付
金
額
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

納
付
方
法
の
種
類

　

受
給
し
て
い
る
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

る
「
特
別
徴
収
」
と
、
納
入
通
知
書
か
口

座
振
替
に
よ
る
納
付
の
「
普
通
徴
収
」
が

あ
り
ま
す
。

特
別
徴
収
の
人

　

四
月
か
ら
九
月
ま
で
（
六
か
月
間
）
の

保
険
料
を
「
介
護
保
険
料
特
別
徴
収
仮
徴

収
額
の
お
知
ら
せ
」か「
介
護
保
険
料（
仮

徴
収
）
決
定
通
知
書
兼
特
別
徴
収
開
始
通

知
書
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
一
〇
月
〜

三
月
（
六
か
月
間
）
の
保
険
料
は
、
町
民

税
の
確
定
後
、七
月
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
二
三
年
二
月
に
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
た
額
と
同
額
が
、
四
月
・
六
月
・
八

月
の
三
回
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

普
通
徴
収
の
人

　

四
月
か
ら
六
月
ま
で
（
三
か
月
間
）
の

保
険
料
を
「
介
護
保
険
料
（
仮
徴
収
）
納

入
通
知
書
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
保
険

料
額
は
前
年
度
保
険
料
額
の
一
二
分
の
一

ず
つ
で
す
。
七
月
〜
三
月
（
九
か
月
間
）

の
保
険
料
は
、
町
民
税
の
確
定
後
、
七
月

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

納
入
通
知
書
で
指
定
さ
れ
た
金
融
機
関

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
口
座
振

替
を
申
込
ん
で
い
る
人
は
、
指
定
口
座
か

ら
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

特
別
徴
収
へ
の
切
り
替
え
に
つ
い
て

　

普
通
徴
収
か
ら
特
別
徴
収
に
切
り
替
わ

る
時
期
は
四
月
、
六
月
、
八
月
、
一
〇
月

の
年
四
回
で
す
。

　

六
五
歳
到
達
時
や
転
入
時
は
普
通
徴
収

で
す
。
年
金
（
老
齢
福
祉
年
金
な
ど
を
除

く
）
の
受
給
が
あ
り
、
年
金
の
年
額
が
一

八
万
円
以
上
の
人
は
、
特
別
徴
収
の
対
象

者
と
し
て
把
握
さ
れ
る
と
、
お
お
む
ね
そ

の
六
〜
一
二
か
月
後
か
ら
原
則
と
し
て
特

別
徴
収
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

○
四
月
か
ら
切
り
替
え
…
前
年
度
保
険
料

額
の
六
分
の
一
ず
つ
が
四
月
・
六
月
・
八

月
の
三
回
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

○
六
月
か
ら
切
り
替
え
…
前
年
度
保
険
料

額
の
四
分
の
一
ず
つ
が
六
月
・
八
月
の
二

回
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

○
八
月
か
ら
切
り
替
え
…
四
月
か
ら
六
月

は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。
前
年
度
保
険

料
額
の
四
分
の
一
が
八
月
に
天
引
き
さ
れ

ま
す
。（
特
別
徴
収
の
通
知
は
五
月
に
お

送
り
し
ま
す
）

保
険
料
の
減
免

　

災
害
、
失
業
、
倒
産
な
ど
で
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料

の
減
免
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

合
せ　

福
祉
課
☎
内
線
二
三
二
〜
二
三
四

固
定
資
産
価
格
等
の
縦
覧

六
五
歳
以
上
の
人
へ

平
成
二
三
年
度
介
護
保
険
料（
仮
徴
収
）の
お
知
ら
せ


